
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表紙のイラストには、豊田市の様々な地域の特徴を盛り込んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・市の花 ひまわり  ・小原の四季桜 

  ・自動車   ・旭の風鈴 

  ・豊田スタジアム  ・稲武の風力発電所 

  ・藤岡のふじ   ・足助の紅葉 

      ・下山の五平餅 



 
 

ごあいさつ 

  

 平成 26年 11 月に長野県白馬村で発生した地震において、震度

６弱という大きな地震であったにもかかわらず、近隣住民の助け

合いにより、ひとりの死者も出さなかったという報道がなされま

した。隣近所同士の日頃からのお付き合いが、いざというときに

命を救うこともあるということを示しています。 

 本市は、自動車関連企業が多いことに伴い、人口構成が一定の

世代に偏っており、10 年後、そしてさらにその後を見据えると、

急激な高齢化を経験することが予見されます。また、家族形態や

社会情勢の変化も重なって、孤立死、所在不明、ひきこもりなど 

を始めとする様々な社会問題が地域において発生することが見込まれ、誰もがこれらの問題

に直面する可能性が出てきます。 

 行政による公的な支援の充実は今後も図っていくところですが、冒頭の災害の事例のよう

に、いざという時には、地域の力が非常に大きいことから、市民の皆様にも、様々な場面に

おいて様々な形で担い手として活躍していただくことが多くなってくると考えられます。 

 地域における問題については、まずは、地域住民たる市民の皆様が地域の社会資源を活か

して解決につなげていく、行政としてはそのような地域をつくっていくための仕組みを基盤

としてつくっていく、そのような姿を目指しております。 

 このような「助け合い・支え合いのできる地域」をつくっていく指針を示すために、この

たび「豊田市地域福祉計画」を策定しました。この計画の策定過程において、アンケート、

ワークショップなどの場を通じて、地域、団体、事業者の方にも自分のこととして一緒にな

って考えていただきました。 

 豊田市社会福祉協議会が住民懇談会を開催して多くの方の御意見をいただきながら策定し

た「豊田市地域福祉活動計画」と一体的な計画とすることで、その指針をどうやって市民の

皆様と一緒に実践に移していくかを分かりやすく示しました。 

 基本理念を「安心して 自分らしく生きられる 支え合いのまちづくり」としました。市民

の皆様が、互いの違いや個性を認め合い、身近な人とつながることの嬉しさや楽しさを感じ、

誰もが役割を持ち、支え合うことができる社会を築いていくという想いが込められております。 

 「助け合い・支え合いのできる地域」、すなわち、地域福祉の実践が、現在本市が未来志向

でまちづくりに取り組み目指している『ミライのフツー』になるように、本計画の施策、重

点取組などを「顔の見える関係づくり」から地道に取り組んでまいります。 

 最後に、本計画の策定に当たり実施しましたアンケートやワークショップ、住民懇談会な

どで御協力いただきました多くの皆様、豊田市社会福祉審議会地域福祉専門分科会において

熱い議論を交わしていただきました同志社大学の上野谷先生を始めとする委員の皆様に感謝

申し上げます。 

   平成27年 ３月 

                      豊田市長  太田 稔彦  



 
 

ごあいさつ 

  

 近年の少子高齢化や核家族の進行、価値観や生活様式の多様化

など、社会情勢は大きく変化してきております。豊田市において

も、家族の絆や人と人との関係が希薄化していく中で、社会的孤

立感や様々な不安、生活課題を抱える人の増加や、過疎化・高齢

化の進展に伴い、多様な課題が発生してきており、今後、更に複

雑化していくことが予測されます。まさに共助のための「地域力」

が求められる時であります。 

 このような状況の中、住民一人ひとりが、地域で役割を持ちな

がら、相互に支え、支えられて安心して暮らしていけるまちづく 

りを目指して、豊田市社会福祉協議会では、豊田市が策定する「豊田市地域福祉計画」と一

体となって、住民とともに実践していく地域福祉活動の具体的な方向性を示す「豊田市地域

福祉活動計画」を、平成 25、26年度の２年間をかけて策定しました。 

 この計画の策定に当たっては、途中、住民主体による地域福祉活動推進の必要性について

理解を深めていただく機会として、支え合いを意味する「結」をテーマにした「地域密着型

福祉全国セミナー」を、豊田市を会場に開催するなど、住民の機運を高めていただく啓発活

動も同時に行ってまいりました。 

また、本市は都市部と農山村部の両方が共存する地域であり、県内で最も広い面積を有す

る地域であります。それぞれの地域の特色にあった活動を展開していくことができる計画と

するために、住民の皆さんからの生の声を直接伺う機会として、市内 27 中学校区毎で各２回

と、報告会を兼ねたブロック単位での住民懇談会を開催しました。特に、複数の地区では中

学生の参加や、小・中学校の授業時間の中に、福祉学習の一環としてまちづくりについての

児童・生徒からの声を聞く機会もいただき、次代を担う子ども達の思いも計画に反映するな

ど、そのプロセスを大切にしながら策定に取り組んできました。 

この計画は平成 27 年度から５年間の地域福祉推進のための基本的な方向性を示したもの

で、私たち社会福祉協議会としても活動の指針となるものです。 

計画の基本理念であります、“安心して自分らしく生きられる支え合いのまちづくり”に向

けて、住民の皆様や関係機関・団体の皆様と協働して、地域に根ざした地域福祉活動を展開し

てまいりますので、関係各位のより一層のご理解とご協力をお願いするものであります。 

 終わりに、計画策定に当たりましてご指導ご助言をいただきました、地域福祉活動計画策

定委員会上野谷委員長はじめ策定委員の皆様、貴重なご意見ご提言ご協力いただきました多

くの住民の皆様や、関係団体の方々に厚くお礼申し上げます。 

   平成27年 ３月 

   社会福祉法人 豊田市社会福祉協議会 

                           会長  宇井 鋹之



 
 

「豊田市地域福祉計画・地域福祉活動計画」を 

豊かなまちづくりに結実させましょう 

 
 私たちは、誰もが幸せになる権利を持っていますが、同時に、互い

の幸せを尊重するとともに、地域社会を存続させる責任があります。 

 子どもは、家族や近隣の友人や教職員とともに、大人は、家族や職

場や社会の人々とともに、皆が豊かに参画し協力し合って互いの生活

の安全と安心を創っていかなければなりません。 

 豊田市は、度重なる地域合併を繰り返しながら、それぞれの地域に

おいて住民が築いてきた伝統と福祉活動を大切にするとともに、企

業・事業所、学校、医療・行政・福祉関係機関などと協力し合って、

住みよいまちを創ってきました。 

 しかし、今日、私たちの生活を取り巻く状況は、従来の制度や方法だけでは対応できないほど複

雑多岐な生活課題が出現しています。超少子高齢社会、地球規模での経済活動、環境・災害問題、

地域社会や家族のつながりの綻び、無縁社会とまで呼ばれる現状で、今まで以上に、近隣での助け

合いや、安心・安全なまちづくりを地域福祉の視点で進めていく必要があります。とりわけ豊田市

域においては、“企業城下町”といわれる良さを活かしながら市民総参加での準備が必要で、特に、

団塊世代の活躍には期待するところです。 

 さて、今回の計画策定には、いくつかの特徴があります。１つには、「地域福祉計画（行政計画）」

と「地域福祉活動計画（民間計画）」を一体的に策定したことです。特に、それぞれの策定委員会

と事務局（市・社協）がしっかり連携を図った結果が、策定段階での活発な議論につながったと評

価します。２つには、ワークショップや住民懇談会を通じ、住民相互が広く意見を交え、自分の住

むまちづくりへの参加を学んだことです。特に、小・中学校にも協力をいただき、子どもたちの参

画を得られたことは、広がりと深まりを重要視している福祉教育実践としても評価されます。３つ

には、内容に関することです。今回の計画は第１期計画であるとの認識で、“地域福祉の精神”の

理解高揚に努めたことです。災害に関しての取組や子育て、障がい者の理解、企業等の社会貢献活

動への期待、住民と関係機関との協働、専門職同士のチームワークなどを強化していく必要があり

ます。４つには、住民懇談会の実施状況などを振り返る時、地域福祉の実践を推進・支援していく

中心的組織である社協職員が、積極的に一丸となって取り組んだことで、必ず、今後に活かされる

と信じています。 

 計画は実践してはじめて活きます。今後、進捗状況を評価していただきながら、第２期計画へと

つなげていただければ幸いです。市と社協が車の両輪として、引き続き相互に信頼し合い、積極的

に協働していくことを望んでいます。 

 最後になりましたが、計画策定に当たって積極的にご協力いただきました市民、関係機関・団体

の皆様にお礼を、そして策定作業に携わっていただきました委員の方々に感謝を申し上げます。 

  平成27年 ３月 

               豊田市社会福祉審議会 地域福祉専門分科会長 

               豊田市地域福祉活動計画策定委員会 委員長 

                      上野谷 加代子 
（同志社大学 教授）
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